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こ の た び 、 当 セ ン タ ー の 病 院 長 に 就 任 し ま し た 。 私 自

身 、平 成 7 年 か ら 1 2 年 と 2 0 年 か ら 現 在 に 至 る ま で の ２ 回 、

当 セ ン タ ー で 精 神 医 療 に 携 わ っ て き ま し た が 、 近 年 、 精

神 医 療 の 質 と 量 の 向 上 が 強 く 求 め ら れ て い る こ と を 実

感 す る と と も に 、 病 院 長 と い う 重 責 に 改 め て 身 の 引 き 締

ま る 思 い で す 。  

さ て 、 当 セ ン タ ー は 、 地 域 医 療 機 関 や 保 健 所 等 の 関 係

機 関 と の 連 携 の も と 、 思 春 期 精 神 障 害 、 ア ル コ ー ル 依 存

症 等 の 精 神 障 害 の 発 生 予 防 、 治 療 お よ び 社 会 復 帰 ま で の

一 貫 し た サ ー ビ ス の 提 供 を 行 う 、 県 下 の 精 神 医 療 の 拠 点

施 設 と し て 活 動 し て ま い り ま し た 。 一 方 、 厚 生 労 働 省 で は 平 成 ２ ５ 年 度 か ら 実

施 す る 「 医 療 計 画 」 に お い て 、 既 存 の ４ 疾 病 （ が ん 、 脳 卒 中 、 急 性 心 筋 梗 塞 、

糖 尿 病 ） に 加 え て 、 新 た に 精 神 疾 患 に つ い て も 医 療 連 携 体 制 を 構 築 す る こ と と

さ れ 、 国 と し て 精 神 疾 患 へ の 取 組 み の 重 要 性 を う た っ て い ま す 。  

ま た 、平 成 ２ ５ 年 度 に は 医 療 観 察 法 に 基 づ く 病 棟（ 以 下 医 療 観 察 病 棟 と す る ）

を 当 セ ン タ ー に 開 設 し 、心 神 喪 失 等 の 状 態 で 他 害 行 為 を 行 っ た 方 の 円 滑 な 社 会

復 帰 を 行 う 計 画 で す 。 こ れ ま で 県 内 に は 医 療 観 察 病 棟 が な い こ と か ら 、 県 と し

て 一 貫 し た 医 療 サ ー ビ ス を 提 供 で き ま せ ん で し た 。 こ の た め 、 医 療 観 察 病 棟 の

運 営 は 当 セ ン タ ー の 重 要 な 責 務 の ひ と つ に な る と 考 え て い ま す 。 こ の よ う に 、

精 神 医 療 ・ 障 害 の 分 野 を 取 り 巻 く 情 勢 が 著 し く 変 化 す る 中 、 当 セ ン タ ー は 、 従

来 に も 増 し て 大 き な 役 割 を 担 う こ と が 期 待 さ れ て い ま す 。  

今 後 も 職 員 一 丸 と な り 、県 立 病 院 と し て の 公 的 課 題 と 役 割 を 担 う べ く 、切 磋

琢 磨 し て い く 所 存 で あ り ま す の で 、引 き 続 き 皆 様 の ご 協 力 と ご 支 援 を お 願 い 申

し 上 げ ま す 。  

新病院長あいさつ

滋賀県立滋賀県立
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新病院長あいさつ
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  広広 汎汎 性性 発発 達達 障障 害害 ににつついいてて  

    

広 汎 性 発 達 障 害 は 、 基 本 症 状 と し て 社 会 性 の 障 害 （ 対 人

関 係 の 特 異 性 ）、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 障 害 、こ だ わ り を

徴 と し ま す 。  

診 断 基 準 で は さ ら に ア ス ペ ル ガ ー 障 害 と 自 閉 性 障 害 に 分 類 さ れ て

い ま す 。  

具 体 的 な 症 状 に つ い て は 以 下 の 通 り で す 。  

 

(1 )  社 会 性 の 障 害  

 目 と 目 で 見 つ め 合 う 、顔 の 表 情 、体 の 姿 勢 、身 振 り な ど 多 彩 な 非 言 語 的

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 、 う ま く 使 え な い  

 仲 間 関 係 を つ く る こ と の 失 敗  

 興 味 の あ る も の を 見 せ る 、 持 っ て 来 る 、 指 さ し が で き な い  

 喜 怒 哀 楽 を 共 有 す る こ と が で き な い   

(2 )  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障 害  

 話 し 言 葉 の 遅 れ 、 ま た は 完 全 な 欠 如  

 会 話 が で き る 場 合 は 、 他 人 と 会 話 を 開 始 し 継 続 す る こ と が で き な い  

 繰 り 返 し 言 葉 や 、 言 葉 に 独 自 の 意 味 を 持 た せ た 会 話  

 自 発 的 な ご っ こ 遊 び や 、 社 会 性 を 持 っ た 物 ま ね 遊 び が な い  

(3 )  こ だ わ り  

 ミ ニ カ ー を 一 列 に 並 べ て 遊 ぶ な ど 、 ワ ン パ タ ー ン の 興 味 だ け に 熱 中 す る  

 お 皿 に 盛 っ て い る も の は 満 腹 で あ っ て も 全 部 食 べ て し ま い 、 あ と で 吐

い た り す る な ど の 行 動  

 手 や 指 を ぱ た ぱ た さ せ る 、 ね じ 曲 げ る な ど の ワ ン パ タ ー ン な 振 る 舞 い  

 扇 風 機 が 回 る の を 延 々 と 飽 き ず に 見 る こ と な ど に 熱 中 す る  

 

こ の よ う な 特 徴 は 、 幼 ・ 小 児 期 か ら 現 れ る こ と が

多 い の で す が 、 適 切 な 療 育 的 指 導 を 受 け ず に 思 春 期

に い た る と 、 対 人 関 係 の 問 題 か ら う つ 状 態 や 時 に は 、

精 神 病 状 態 を 合 併 す る こ と が あ り ま す 。  

 

特

広汎性発達障害について
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当 セ ン タ ー で は 、 平 成 25 年 秋 の 開 棟 を 目 途 に 、 医 療 観 察 病 棟 の 整 備 を

す す め て い ま す 。  

今 回 か ら 数 回 に わ た り 、 医 療 観 察 病 棟 の 整 備 計 画 や 病 棟 運 営 、 地 域 連 携

な ど に つ い て ご 紹 介 し ま す 。  

1 回 目 の 今 回 は 、医 療 観 察 制 度 の 概 要 や 病 棟 の 整 備 計 画 を お 伝 え し ま す 。 

 

 

 

 

 

医 療 観 察 制 度 と は 、平 成 1 5 年 7 月 に 成 立 し 、平 成 1 7 年 7 月 に 施 行 さ れ た「 心

神 喪 失 等 の 状 態 で 重 大 な 他 害 行 為 を 行 っ た 者 の 医 療 及 び 観 察 等 に 関 す る 法 律 」

（ 以 下 「 医 療 観 察 法 」 と 呼 び ま す ） に 基 づ く 制 度 で す 。  

精 神 障 害 の た め に 善 悪 の 区 別 が つ か な い な ど 、 刑 事 責 任 を 問 え な い 状 態（ 心 神 喪

失 又 は 心 神 耗 弱 の 状 態 と い い ま す ） で 、 殺 人 、 放 火 、 傷 害 （ 重 大 な も の ） と い っ

た 重 大 な 他 害 行 為 を 行 っ た 人 に つ い て 、 精 神 科 の 専 門 的 な 医 療 の 提 供 や 、 社 会 的

な 調 整 を 行 う し く み を 整 え る こ と な ど に よ り 再 び 不 幸 な 事 態 が 繰 り 返 さ れ な い

よ う 、 司 法 、 行 政 、 医 療 ・ 福 祉 機 関 が 連 携 し て 、 社 会 復 帰 を 継 続 的 に 支 援 ・ 促 進

す る こ と を 目 的 と し て い ま す 。   

医 療 観 察 法 に よ り 、 ( 1 ) 入 院 や 通 院 、 退 院 な ど を 適 切 に 決 定 す る 手 続 き 、 ( 2 ) 手

厚 い 専 門 的 な 医 療 の 提 供 、 ( 3 ) 地 域 社 会 に お け る 必 要 な 医 療 や ケ ア を 提 供 す る 仕

組 み が 整 備 さ れ る よ う に な り ま し た 。  

 

 

 

 

医 療 観 察 法 の 入 院 に よ る 医 療 を 実 施 す る た め 、指 定 入 院 医 療 機 関 と し て 指 定 さ

れ た 病 院 に 設 置 さ れ る 専 門 病 棟 で す 。 十 分 な ス ペ ー ス を と っ た 明 る く 開 放 的 な 療

養 環 境 を 実 現 す る た め に 、 病 室 は 全 室 個 室 で 、 診 察 室 、 集 団 精 神 療 法 室 、 作 業 療

法 室 、 食 堂 、 面 会 室 な ど が 設 置 さ れ ま す 。  

入 院 対 象 者 の 治 療 ス テ ー ジ に 応 じ て 急 性 期 、 回 復 期 、 社 会 復 帰 期 ユ ニ ッ ト と 共

用 ユ ニ ッ ト に 分 か れ ま す 。  

医 療 観 察 制 度 と は  

医 療 観 察 病 棟 と は
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心 神 喪 失 者 等 医 療 観 察 制 度 の 概 要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 定 入 院 医 療 機 関 は 入 院 医 療 を 、 指 定 通 院 医 療 機 関 は 通 院 医 療 を 提 供

す る 医 療 機 関 で す 。  

滋 賀 県 内 に は 現 在 指 定 入 院 医 療 機 関 が な く 、 当 セ ン タ ー に 医 療 観 察 病

棟 を 整 備 し て 、指 定 入 院 医 療 機 関 と し て 指 定 を 受 け よ う と す る も の で す 。 

指 定 通 院 医 療 機 関 は 精 神 医 療 セ ン タ ー を 含 め 、 滋 賀 県 内 で 現 在 ９ つ の

医 療 機 関 が 指 定 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

入 院 決 定 を 受 け た 対 象 者 は 、厚 生 労 働 大 臣 の 指 定 す る 指 定 入 院 医 療 機 関 に 入

院 し て 専 門 的 な 医 療 （ 入 院 医 療 ） を 受 け な け れ ば な り ま せ ん 。  

治 療 は 医 療 観 察 病 棟 で 行 い ま す 。入 院 処 遇 ガ イ ド ラ イ ン で は 標 準 的 な 治 療 期

間 と し て 急 性 期 3 か 月 、 回 復 期 9 か 月 、 社 会 復 帰 期 6 か 月 の 計 1 年 6 か 月 間

の 入 院 期 間 を 想 定 し て い ま す 。 対 象 者 に 対 し て 精 神 障 害 の 特 性 に 応 じ 、 円 滑 な

社 会 復 帰 を 促 進 す る た め に 必 要 な 治 療 が 行 わ れ ま す 。指 定 入 院 医 療 機 関 で は 診

察 、 薬 剤 治 療 、 医 学 的 処 置 、 療 養 上 の 管 理 ・ 看 護 、 移 送 等 を 行 い ま す 。  

さ ら に 、社 会 復 帰 の 促 進 等 を 図 る た め に 、保 護 観 察 所 の 社 会 復 帰 調 整 官 に よ

る 生 活 環 境 の 調 整 が 行 わ れ ま す 。  

 

 

指 定 入 院 医 療 機 関 に よ る 医 療 と は
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室 長  苗 村  光 廣  

 

 

本 県 で は 、 指 定 通 院 医 療 機 関 と し て 既 に ９ つ の 病 院 ・ 診 療 所 が あ り

ま す が 、 指 定 入 院 医 療 機 関 は 整 備 さ れ て い ま せ ん 。 こ れ ま で 、 本 県 の

対 象 者 は 他 府 県 の 病 棟 で 治 療 を 受 け て き ま し た が 、 様 々 な 観 点 か ら 総

合 的 判 断 を 行 っ た 精 神 保 健 福 祉 審 議 会 で の 検 討 結 果 を ふ ま え 、 国 か ら

の 要 請 を 受 け て 、 病 棟 を 整 備 す る も の で す 。  

医 療 観 察 法 に 定 め る 指 定 入 院 医 療 機 関 の 設 置 主 体 は 、 国 、 県 、 特 定

（ 地 方 ） 独 立 行 政 法 人 と な っ て い ま す が 、 県 内 で は 当 セ ン タ ー で し か

医 療 観 察 病 棟 の 整 備 が で き ま せ ん 。  

県 民 の 皆 様 の 中 に 、 不 幸 に し て 重 大 な 他 害 行 為 を 行 い 、 そ の 背 景 に

心 神 喪 失 な ど の 精 神 疾 患 が 原 因 と さ れ る 方 が お ら れ る 以 上 、 必 要 な 医

療 提 供 に よ る 社 会 復 帰 の 実 現 に 向 け た 取 組 を 行 う こ と は 、 県 立 病 院 と

し て 当 セ ン タ ー の 役 割 で あ る と 考 え て い ま す 。  

 

 

 

 

 

昨 年 の 東 日 本 大 震 災 で「 心 の ケ ア チ ー ム 」が 注 目 さ れ た よ う に 、現 代 社 会

に お い て メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策 は 重 要 な 課 題 で す 。  

医 療 計 画 に お い て も 、 が ん 、 脳 卒 中 、 急 性 心 筋 梗 塞 お よ び 糖 尿 病 の 4 疾

病 に 新 た に 精 神 疾 患 が 追 加 さ れ 、滋 賀 県 で は 平 成 2 5 年 度 実 施 に 向 け て 医 療

計 画 作 成 指 針 の 見 直 し を す す め て い ま す 。  

そ の よ う な 精 神 保 健 福 祉 施 策 に お い て 、医 療 観 察 法 は 次 の よ う な 意 味 を 持

っ て い ま す 。  

①  医 療 観 察 法 に お い て 、そ の 精 神 疾 患 の 特 性 に 応 じ 手 厚 い 医 療 を 入 院 、通 院

を 通 じ て 行 い 、実 績 を 積 み 重 ね る こ と で 、今 後 の 精 神 医 療 の 向 上 が の ぞ め

ま す 。  

②  国 が 中 心 と な り 地 域 社 会 で の 受 入 を 調 整 し つ つ 、各 種 サ ー ビ ス と の 連 携 を

保 つ こ と に よ り 、精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 が 促 さ れ ま す 。 

③  医 療 観 察 法 に よ る 医 療 に よ り 精 神 疾 患 が 改 善 さ れ る

と い う 認 識 が 広 が る と と も に 、精 神 疾 患 に 対 す る 国 民

の 正 し い 理 解 が 促 さ れ ま す 。  

県 民 の 皆 さ ん が い き い き と 安 心 し て 暮 ら せ る よ う に

県 立 病 院 と し て 貢 献 し て い き た い と 思 っ て お り ま す 。今

後 と も よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

 

精 神 医 療 セ ン タ ー 内 に 医 療 観 察 病 棟 を 整 備 す る 理 由  

医 療 観 察 病 棟 開 設 準 備 室 長 あ い さ つ  
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整 備 内 容： 医 療 観 察 法 に 基 づ く 入 院 病 棟 の 整 備  

（ 2 0 床 ＋ 予 備 床 3 床 ）  

工 事 概 要： 病 棟  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 2 階 建  2 , 7 0 9 ㎡  

既 存 施 設 一 部 移 設 ・ 改 修 等 、 外 構 整 備 他  

ス ケ ジ ュ ー ル： 平 成 2 5 年 秋 開 棟 予 定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医 療 観 察 病 棟 整 備 に 関 す る ご 意 見 、 お 問 い 合 わ せ は  

滋 賀 県 立 精 神 医 療 セ ン タ ー  医 療 観 察 病 棟 開 設 準 備 室  

電 話  ０ ７ ７ － ５ ６ ７ － ５ ０ ０ ８ （ 直 通 ）  

医 療 観 察 病 棟 に関 する問 い合 せ 

※ 厚 生 労 働 省 ホ ー ム ペ ー ジ よ り  

国関係 都道府県 計

487 338
（１５医療機関） (１７都道府県）

478 198
（１５医療機関） (１３都道府県）

総整備予定病床数 825

上記の内稼働病床数 676

※  滋 賀 県 病 院 事 業 庁 調 べ  

全 国 の 指 定 入 院 医 療 機 関 整 備 状 況

整 備 内 容 ・工 事 概 要 ・ ス ケ ジ ュ ー ル

施 設 外 観 図（ イ メ ー ジ パ ー ス ）
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不 安 も 多 く あ り ま し た が 、 頼 も し い 先 輩 や 信 頼 し あ え る 同 期 に

出 会 え 、 充 実 し た 日 々 を 過 ご し て い ま す 。   （ S さ ん ）  

毎 日 素 敵 な 方 々 の 中 で 多 く の 学 び を 得 て い ま す 。 こ の 環 境 に 感

謝 し な が ら 、 患 者 さ ん に よ い 看 護 を 提 供 で き る よ う に 頑 張 っ て い

き た い で す 。  （ T さ ん ）  

私 は 専 門 学 校 卒 業 後 す ぐ に 精 神 医 療 セ

ン タ ー に 就 職 し ま し た 。 専 門 領 域 と い う こ

と で 不 安 も あ り ま し た が 、 新 人 研 修 も 充 実

し て お り 安 心 し て 働 け る 環 境 だ と 感 じ て い

ま す 。   （ K さ ん ）  

 

 

平 成 ２ ４ 年 ４ 月 １ 日 付 け で 、 当 セ ン タ ー の 看 護 部 に 新 人 看 護 師 が ７ 名 採 用 に な り

ま し た 。 入 職 時 の 思 い を 、 ひ と 言 ず つ 紹 介 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看 護 師 と し て 先 駆 的 に 活 躍 し た フ ロ ー レ ン

ス ・ ナ イ チ ン ゲ ー ル の 誕 生 日 が 、「 看 護 の 日 」 と

し て 制 定 さ れ 、「 看 護 の 心 を み ん な の 心 に 」 を テ

ー マ に 、 毎 年 各 地 の 医 療 機 関 で さ ま ざ ま な 取 り

組 み が 催 さ れ て い ま す 。  

当 セ ン タ ー で は 、5 月 1 1 日 の 金 曜 日 に 外 来 ホ ー ル に お い て 薬 剤 師 に よ る「 お

薬 手 帳 の 使 い 方 」 や 、 管 理 栄 養 士 に よ る 「 季 節 の 食 材 を 使 っ た 献 立 に つ い て 」

な ど の 相 談 コ ー ナ ー と 、血 圧 や 体 脂 肪 、握 力 な ど の 測

定 コ ー ナ ー を 設 け ま し た 。 参 加 さ れ た 方 か ら は 、「 今

後 も こ う し た コ ー ナ ー が あ っ た ら い い な 」な ど の 声 が

聞 か れ ま し た 。  

ま た 、 期 間 中 は 入 院 中 の 患 者 さ ん や デ ィ ケ ア 通 所

中 の 皆 さ ん の 作 品 展 示 を 行 い ま し た 。5 月 1 2 日 の 昼

食 は 、恒 例 の「 松 花 堂 弁 当 」で 患 者 さ ん に と て も 好 評

で し た 。  

 

 

新 人 看 護 師 のメッセージ 

看 護 の日 のイベント 

新 人 で 不 安 も 多 い で す が 、 先 輩 や 同 期 の 姿 、

助 言 か ら 学 び 、患 者 さ ん に 満 足 し て い た だ け る

よ う に 頑 張 り た い と 思 い ま す 。  

（ N さ ん ）

こ の 病 院 に お け る 実 習 で 、 先 輩 方 の

献 身 的 な ケ ア に 感 銘 を 受 け ま し た 。 私

も そ の チ ー ム の 一 員 に な れ る よ う 日 々

頑 張 り ま す 。   （ H さ ん ）  

私 は 大 学 卒 業 後 す ぐ に 精 神 医 療 セ ン タ ー

に 入 職 し ま し た 。 丁 寧 に 研 修 し て い た だ き 、

不 安 も あ り ま す が 病 棟 に 入 る の が 楽 し み で

す 。   （ H さ ん ）  

精 神 医 療 セ ン タ ー の 看 護 師 の 一 員 と し

て 一 人 前 に 働 け る よ う 、 素 敵 な 同 期 の 皆

さ ん 、 先 輩 方 と 一 緒 に 頑 張 り た い と 思 い

ま す 。   （ S さ ん ）  



 - 8 - 

J R 瀬 田 駅 か ら  

1 .  バ ス （ 滋 賀 医 大 方 面 行 き ）  

 大 学 病 院 前 下 車  徒 歩 １ ０ 分  

 歯 科 技 工 士 専 門 校 前 下 車 徒 歩 ５ 分

2 .  タ ク シ ー  約 1 ５ 分  

J R 南 草 津 駅 か ら  

1 .  バ ス （ 草 津 養 護 学 校 行 き ）  

総 合 福 祉 セ ン タ ー 前 下 車 徒 歩 １ 分  

2 .  タ ク シ ー  約 １ ０ 分  

自 動 車  

新 名 神 高 速 道 路  

草 津 ・ 田 上 Ｉ Ｃ か ら 約 ５ 分  

 

診 療 日： 月 ～ 金 曜 日  

外来受付： 午 前 8 時 3 0 分 ～ 1 1 時 0 0 分 （ 予 約 制 ）  

休 診 日： 土 ・ 日 ・ 祝 祭 日 ・ 年 末 年 始  

交 通 のご案 内  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外 来 診 療 のご案 内  

※ ホ ー ム ペ ー ジ で も ご 覧 い た だ け ま す

h t t p : / / w w w . p r e f . s h i g a . j p / e / s e i s h i n /

〒 5 2 5 - 0 0 7 2  

滋 賀 県 草 津 市 笠 山 8 丁 目 4 番 2 5 号  

滋 賀 県 立 精 神 医 療 セ ン タ ー  

T E L ： 0 7 7 ( 5 6 7 ) 5 0 0 1 / F A X ： 0 7 7 ( 5 6 7 ) 5 0 3 3

※ 原 則 予 約 制 で す 。 事 前 に お 電 話 で 予 約 を お 取 り 下 さ い 。

予 約 受 付 時 間 ： 診 察 日 の 1 3 時 00 分 ～ 16 時 30 分  

予 約 専 用 電 話 ： ０ ７ ７ − ５ ６ ７ − ５ ０ ２ ３ （ 外 来 ）  

月 火 水 木 金

一般外来・内科 ○ ○ ○ ○ ○

思春期専門外来 ○ ○

アルコール専門外来 ○ ○

瀬田駅
JR 琵琶湖線

国道１号線
名神高速

東海道新幹線 ●松下冷機

草津田上 I.C

滋賀県立
精神医療センター

瀬田西 I.C

●血液センター
●第一びわこ学園

●滋賀医大

●県立障害者福祉センター

南草津
駅

●アクセス●

滋賀県立精神医療センター
〒525-0072 滋賀県草津市笠山８丁目４番25号
TEL：077（567）5001／FAX：077（567）5033

※ホームページでもご覧いただけます。
http://www.pref.shiga.jp/e/seishin/


